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研究背景

• 交通空白地域の移動手段の確保
• 外出機会の創出と地域活性化
• バス利⽤者の減少に伴う路線のサービス縮⼩・路線廃⽌

⇨東松山市においても同様の課題

地方公共交通の現状

研究目的

1. バス利⽤を促進するサービスの提供

2. 乗客の乗降地点を把握 交通計画への活⽤

3. MaaS (Mobility as a Service)導入のきっかけづくり
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既往研究

論⽂名 著者 キーワード

スマートフォン位置情報データを⽤いたMaaS
導入時の交通変動に関する研究

宮脇桐⼦・冨岡秀⻁・
高⼭宇宙・森本章倫

MaaS、地方都市、スマートフォン位置
情報データ

IoTによる地域交通の利⽤促進及び地域活性化
の提案 湯⼭慎二 IoT、循環バス、デマンドタクシー、

マイナンバーカード、ポイントシステム

本研究では、IoTを活⽤することで、東松山市の循環バスの
利⽤を促進し、地域公共交通の活性化に寄与するきっかけと
なるようなシステム構築、社会実験を⾏う

研究フロー

対象都市︓東松山市
実験方法

ミニPCを⽤いて公共交通の乗降に応じポイントが付与されるシステムを作
成。

市内の循環バスにシステムを導入し実験する

取得したデータからシステムの
精度を評価する

モニターの方に対して、実験に
関するアンケートを取り、シス
テムの評価をする
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システムのコンセプト(乗客目線)

乗⾞時・降⾞時にカードをタッチすることでポイ
ントが貯まる

貯まったポイントに応じてプレゼントなどを還元
→循環バス利⽤のインセンティブ

乗⾞時

降⾞時

システムのコンセプト(バス会社目線)

GPSレシーバー

モバイルバッテリー

カードリーダー
(PaSoRi)

カードタッチ︕

交通計画に役⽴つデータを得られる

Raspberry Pi
モニター

スピーカー

取得できる情報
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社会実験の様⼦(1)

実験対象︓東松⼭市市内循環バス
模擬実験︓12⽉27⽇
社会実験︓1⽉9⽇〜1⽉13⽇
実験協⼒者︓30名

搭載した⾞両

社会実験の様⼦(2)

乗⾞⼝付近の様⼦ 降⾞⼝付近の様⼦入口に設置したGPS
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実験結果(GPS計測︓カードのタッチ位置)

おおよそ10m以内で記録されてお
り、バス停の特定ができる精度がある
ことが⾒て取れる。

※左上のout情報の3つの点はロータリーの
混雑のため、右上の位置で降りている。

3m
5m

10m

実験の結果(OD︓乗⾞地点と降⾞地点)

ODが取得できることを確認
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年齢 (N=27)

10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80代以上

13
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⾃動⾞運転免許証 (N=27)

保有している

今は保有していない(返納を含む)

保有したことが無い
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利⽤頻度 (N=27)

週に5回以上 週に3〜4回 週に1〜2回 それ以下

1
4

18

4

利⽤目的 (N=27)

買い物時 通院時 通勤・通学時 その他

7

20

1
0

支払い方法 (N=28)

現⾦ ICカード 障害者手帳 その他

17
4

5

マイナンバーカードの保有状況

(N=26)

既に持っている 今後、発⾏する予定

発⾏する予定はない
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乗⾞運賃

停留所の施設

運⾏路線

⾞内環境

運⾏本数

循環バスの満⾜度 (N=27)

⼤変満⾜ 満⾜ 普通 不満 とても不満
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0 5 10

徒歩
⾃転⾞
⾃動⾞

⾃動⾞(送迎)
タクシー

デマンドタクシー
路線バス

電⾞
その他

移動することができなくなる

回答数

移
動

手
段

循環バスが無い場合の移動手段

1

26

デマンドタクシーとの乗り換え

経験 (N=27)

ある ない

0

4 0 1

12

7

デマンドタクシー利⽤頻度

(N=24)

1年に20回以上 1年に10回以上

1年に5回以上 それ以下

利⽤したことがない 存在を知らない
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実験協⼒者の評価

14

3
1

タッチの面倒さ

面倒と感じなかった 少し面倒 とても面倒

多くの方がタッチについて簡単で面倒ではないと回答。
実験協⼒者の4割以上が60代以上なことから、⾼齢の方にとっても容易なシステムと言える。

106

2
0 1

タッチ方法の難易度

とても簡単 簡単 どちらでもない
少し難しい とても難しい

実験協⼒者の評価

4
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5

ポイント付与によって公共交通の利⽤は

増えるかどうか

とても増える 少し増える 今と変わらない

実験協⼒者の7.5割の方が、ポイント付与
によって公共交通の利⽤が増えると回答。
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還元にふさわしいもの
•市内のお店の割引券
•市内の買い物で使えるポイント
•市の名産品等指定品
•スーパーの割引券
•クオカード
•公共交通の利⽤ポイント
•ポイントが⼀定数達することでバスの無料券配布
•paypay や楽天ポイントに変えられる

地域活性化に結びつくポイント加算
（交通以外）
•市内での買い物
•市内のショッピングセンターとのタイアップ
•24時間利⽤ができるため⾃動販売機との連携
•医療との連携
•歩数、万歩計との連携
•レジャー施設
•駅を利⽤した際との連携
•スリーデーマーチに参加した時
•駅前の商店でのポイント加算
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地域を⾒直してもっと住宅、商業施設、公共施設、学校、⼯場、観光などを考えてルートを作ることを望みます。今は偏っ
たルートになっていると⾒えます。(60代男性会社員)
せめてゴールデンウィークと⽇曜⽇は運⾏してほしい(40代⼥性会社員)

循環バスだと費⽤がかかるので循環ワゴンなどを活⽤できるようにしても良いと思う。鶴ヶ島市在住だが、鶴ヶ島は⾮常に
便利で利⽤客も多い。(60代⼥性会社員)
1時間に1本しかないので電⾞が遅れて間に合わないときはちょっと⼤変。30分毎にあればよかった。(40代⼥性パート)
あまり利⽤していないので、今後利⽤回数を増やしていこうと思います。(50代男性外交員)
学校が早く終わる⽇は、駅に着くのが循環バスのない12時半〜1時半になることが多いため、その時間帯は頻繁に利⽤する
ことはないけど、利⽤したいときに運⾏していない場合は、少し運⾏本数に不満を感じてしまうことがある。(20代⼥性学⽣
)
休⽇も運⾏があると助かる(20代⼥性会社員)
運賃が安い所と⾞内環境には問題ありませんが本数が少なすぎます。私は基本、⼤岡のバスに乗⾞していますが、1時間に1
本なのと12時に運⾏していないことに困っています。できれば12時の運⾏と30分に1本という形を希望します。(10代⼥性
学⽣)
会社通勤に使⽤しています。⼤変ありがたいですが、循環バスを使⽤できない地区にも少しでも運⾏を(60代男性会社員)
循環バスとても便利です。もう少し本数を増やしてもらえると嬉しいです。(30代⼥性主婦)
⾃動⾞社会ではありますが、都市交通の必要性が高まると思います。市内循環バスの在り方、地域性を考えてください。

平⽇はタクシーも多く走っていないので、循環バスがあるのは⼤変助かります。バス停が暗く、待っている間が少し怖いの
で街灯など明かりがあると安心できるかなと思います。
徒歩が多いので時間が合えば使⽤します。
よく利⽤する⼈はポイントで料⾦が安くなればいい
⼩さいバスなので、利⽤者が増えて座席に座れなくなることは困る。

まとめ

• ミニPCを⽤いてカードタッチ式の乗降記録システムを作成し、
社会実験を実施した。

• 乗降位置の記録、ポイント付与が確認でき、操作性が良いことを
確認することができた。
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今後の発展

• 循環バスだけでなく、路線バスやタクシーにもこのシステムを導入し乗り換え
を誘引

• ポイントシステムを公共交通だけでなく、市内のイベントとの連携を検討し、
交通以外の側面からも地域活性化を目指す

• 市⺠カードではなく、保有率の⾼い交通系ICカードやマイナンバーカードの
活⽤を検討

ご清聴ありがとうございました


